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２. 手術治療を要した ventriculus terminalisの３例
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膝に対して stemつきコンポーネントを用い，CCK type の
TKAを施行した．まとめ：今後，長期の経過観察を要す
るが，短期的にはCharcot 膝に対してTKAが有効だった．
４. 新鮮大腿骨転子部骨折の骨癒合判定への CT MPR
（multiplanar reconstruction）法の応用
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　当科では，臨床でマイクロサージャリーを行う為に，
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　近年の内視鏡外科学の進歩はめざましい．最近では，








25. 分子標的薬治療中の Oncologic emergencyに対
する対応
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　慢性Ｃ型肝炎の既往を有する68歳の男性．主訴は弛張熱
と右側胸部痛．US で肝に６センチ大の腫瘤，CTでは後区
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【目的】肝移植におけるmarginal graft の問題点を検証し
た．【対象と方法】ｾ05～ｾ07ｴ４月までの成人生体肝移植48症
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38. Anomalous congenital bandによる腹腔内出血の
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には anomalous congenital band が考えられた．
39. 術前診断が困難であった後腹膜神経鞘腫の１例
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前診断は膵原発の Solid and Cystic tumor と診断し，平成
20年８月，手術を施行した．腫瘍は後腹膜に存在し，胃お
よび膵と連続性は無かった．病理組織診断で神経鞘腫であ
った．
